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研究ノート
金泰彦「図何税関簡史」についての若干の考察
西 重
?
中華人民共和国吉林省延辺朝鮮族自治州の朝鮮民主主義人民共和国（北朝鮮）との国境
に位置する図何税関は， 1909年の渾春総関の設置に始まる80年以上の歴史をもつ。貿易は
主として対朝貿易で近年になって少量の対日貿易があり，対ロシア（ソ連）貿易は始まっ
たばかりである。出入国民と国際郵送品は全て中•朝国民とその郵送品である。中国が経
済開放政策をとり始めて以降，税関業務は多忙となり，延辺の経済発展を促進している。
この小論では，金泰彦「図何税関簡史」（延辺大学民族研究所編「朝鮮族研究論叢・ 2』
1989年，延辺人民出版社）で述べられている歴史的できごとを紹介する。そのうちのいく
つかは筆者にとって全く未知のできごとであり，今まで不確実にしか伝えられていなかっ
たことの裏づけであるとともに，従来論じられていた説を見直さなくてはならないきっか
けでもある。筆者が注目した数ケ所の記述について若干の考察を加えてみた。
1. 図柄税関の沿革と延辺の発展
1883年，清朝は朝鮮と「商民貿易地方章程」を結び和龍浴，光斉裕，西歩江に通商局
分室を設けて会寧，鐘城，慶源と通商した。 1905年，日本と「東北三省事宜条約」を結
び東北の18の都市を日本に開放した。渾春はその一つであった。渾春の対外貿易が増加
したので清朝総税務司赫徳は， 1907年に徳松， 古里寧を吉林税務司に任命して渾春で
の税関設置についての調査を行わせた。その調査報告によって， 190領司1月27日に賀倫
徳以下17人に渾春税関を開設させて渾春総関とした。これが吉林省第一号の税関であっ
た。同年， 日本は清朝に「図何江中韓界務条約」を結ばせて龍井村，頭道溝，局子街，
百草溝を開放させた。輸入品の大部分は会寧から火狐狸溝をへて龍井村に運ばれ，龍井
村は中•朝・日の交通と貿易の要衝となった。そこで1910年 1 月 1 日，渾春総関は龍井
村に分関を設けて延吉分関とした。渾・延両関は関税，港務，郵政，密貿易の取締まり
に当り， 1930年までに長嶺子，開山屯，涼水泉子，下旬子（図門）など数ケ所に派出所
を設けた。ロシア革命後，ウラジオストックの貿易港が閉鎖され運輸が断絶し貿易が中
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断したので日本は清津と雄基を開放した。 1924年，天図軽便鉄道が開通して朝鮮の鉄道
と接続した。龍井村を中心とする対外貿易が急増して渾春の貿易量を超過し，総関の関
税収入は分関の3分の1にも満たなくなった。同年，総関は渾春から龍井村に移り延吉
分関が総関に昇格した。
1910年，中・日両国は郵便交換協定を結び，龍井村郵便局が国際小包交換局に指定さ
れて東京，大阪，下関，京城，会寧，清津と連絡した。 1917年から1吟三にかけて渾・延
両関で徴収した税収127万4千両のうち88%は入国税であった。民国はじめの延辺を出
入りする貨物は対朝鮮・日本貿易によるものが主で，対米・独•印・スイス貿易および
朝鮮から渾春をへてロシアヘ送られる少量の貨物があった。 1910年から13年間で渾春関
は毎年平均55%,龍井関は107彩の貿易の増大を示した。ロシア10月革命後， 中国政府‘
はロシアヘの貨物の輸送を禁止して中・ロ貿易は断絶した。対外貿易は朝鮮に向い，龍
井関の貿易額は渾春関の3.3倍に達した。中国海関は，牛車，＇馬車， 人力車を主とする
輸送から鉄道列車輸送を主とするよう監督・指導を行った。＇
1905年の「東北三省事宜条約」とは，ボーツマス条約と同時期に締結された「日清満州
善後条約」をさす。但し，この条約の付属協定第一条の規定で日本に開放された東北の都
市は16都市である。本簡史は，恐らくボーツマス条約第五条で日本への租借が定められた
大連と旅順とを含めて1賭問註：しているのであろう。
1909年の「図何江中韓界務条約」は「間島に関する日清協約（間島協約）」である。
1907年のいわゆる日露秘密協商によって日本の勢力圏とされた延辺（間島）には， 日本官
憲が進駐した。その拠点とされたのが龍井村である。これに対して延吉（局子街）と瑯春
は清国の経済，行政，軍事上の拠点都市であった。渾春への税関設置は日本の活動への対
抗でもあった。
今世紀初頭の延辺の経済発展過程を一言で表現するとすれば，龍井村の勃興に対する渾
春の敗北ということができる。渾春総関の貿易量は年平均55彩も伸びたが龍井村分関の伸
びは 107彩で，総関の関税収入は分関の3分の 1にも達しなくなったといわれていること
が両者の関係をよく表わしている。龍井村の発展は，朝鮮を経由した対日貿易の増大によ
る。 190~の清津の開港と1910年の通過貨物関税免除制度の実施， 1917年の清津と会寧間
の標準軌道鉄道への改築そして1924年の天図軽便鉄道の開通という一連の貿易輸送ルート
の整備によるものである。清津港の通過貿易額の推移は，このことをはっきりと示してい
る。つまり 1910年にはわずか54万円に過ぎなかったが， 19年には453万円， 27年には9777i
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円， 34年には 1,374万円へとめざましい勢いで増加した！）。 またこの時期には貿易だけで
はなく，中国への入国者が一方的に増加していることにも注目しなくてはならない。大半
は東北へ移住する朝鮮人であった。
一方，輝春の敗北はウラジオストック経由の対ロシア貿易の衰退による 2)。本簡史では
触れられていないが，輝春はかって北清事変（義和団事変）に乗じたロシア軍の侵略で大
打撃を受けたことがある丸復興後まもなく1909年4月には，今度はウラジオストックの
有税港化というあらたな打撃を受けた。那春税関の開設の直接の動機は，このロシアの政
策への対抗であった。那春総関は翌1910年初頭から徴税を開始したが，ほどなくロシア革
命後のウラジオストックの貿易港閉鎖という致命的打撃を受けた。だが渾春は朝鮮の不凍
港雄基（今日の先鋒）に結びついて対日貿易に活路を見い出した。 1921年の雄基の開港
は，暉春の三度目の復興を確実にした。そこでは渾春河と図冊江（豆満江）中流の水蓮お
よび威鏡北道の道路が輸送ルートにされた。ところが1929年から始まった雄基を起点とす
る図刑江岸に沿った鉄道の敷設は，那春の貿易輸送に大きな変化をもたらした。図側江水
運の衰退である。近年，日本国内では，暉春の経済的衰退は1938年の張鼓峰事件に直接起
因した図何江水運の途絶によるものであるという説が，中国の図胴江開発計画の発表以降
に広く紹介された応 しかし，本簡史は，耶春がウラジオストックの閉鎖によって龍井村
との競争に敗れたこと，その後の渾春の貿易においても中国海関自身が鉄道輸送への転換
を監督・指導することで図『加江水運をなかば放棄していたことを明らかにしている。
1)梁村奇智城編「新興之北鮮史」 (1937年，朝鮮研究社，復刻版， 1982年，湘南堂書店）
第五章， 24頁。
2)輝春の経済的盛衰については，拙稿「暉春の開放と北朝鮮の自由港」（本学生協『書
評第100号』 1992年10月）を参照されたい。
3)『朝鮮族簡史」 (1986年，延辺人民出版社，高木桂蔵訳「抗 H朝鮮義勇軍の真相」 1990
年，新人物往来社）や『近代東北人民革命闘争史」 (1984年， 吉林人民出版， 志賀勝
訳「満州近現代史」 1988年，現代企画室）では，帝政ロシアの東北侵略として詳しく
取上げられている。
4)井手啓二「中国・朝鮮・ソ連の国境都市ー一珂i春」（『立命館国際地域研究，第 1号』
1991年3月），宮塚利雄「延辺朝鮮族自治州と豆満江流域を訪ねて」（拓植大学海外事
情研究所『海外事情』 1992年11月），関寛治「日本海時代の到来と国際政治理論」（多
賀秀敏編「国境を越える実験」 1992年，有信堂高文社）， 豆満江（図何江）開発計画
調査団報告「21世紀の新世界秩序へのモデルに」（『月刊社会党』 1992年8月）などが
ある。なお図何江水運と鉄道敷設との関係については，前掲の拙稿を参照されたい。
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2. 満州国の経済発展と図門税関の活勤
日本が東北を侵略・占領すると，まず税関を封鎖して税収を手に入れた。 1932年6月
29日， 日本軍官は武力で渾・延両関と慶海関を接収した。同年から日偽（満州国）は敦
図，牡図鉄道を改修して朝鮮北部の鉄道と接続させたので東北と日本との距離は大いに
疇した。長春から図何を経由して大阪に行くには大連を経由するよりも海陸642マイ
ル， 24時間余りが短縮され，図何は東北東部と北部朝鮮や日本との交通と貿易の要衝と
なった。交通と貿易に大きな変化が生じたので下旬子派出所は不要となり， 1933年に図
何に税関が設けられた。渾春関は分関となって図何税関の管轄下に置かれた。図何税関
は満州国財政部に属し，関税その他の税や費用を徴収し，保税区域の管理，不法輸出入
の取締まり， 違反者の処分， 貿易統計の管理を行った。満州国時代には輸出入貨物の
輸送は延辺から牡丹江や佳木斯一帯にまで拡大し， 貿易対象は日本と朝鮮が主であっ
た。図『9税関は，図何，渾春，牡丹江，緩芽河，注清，和龍，龍井，開山屯に16ケ所の
保税倉庫や工場を設置して保税運輸を行った。 193~の図刑の輸出入額は24,253.4万元
で1933年の40倍に達し，東北では大連につぐだけであった。 1932年に日本は日貨の輸入
税を大巾に減免したため，大量の日貨が東北に充満した。人造繊維の輸入税は 110.3彩
から17.5彩へ，衣服は48.9%から25彩に減免された。輸出では関税を免除して東北の資
源を奪取した。
満州国時代になって大多数の旅客が鉄道で出入国するようになった。 1942年に図何国
境駅で越境する旅客は月平均8.5万人，図何国境橋で越境する人は1日に2万人であっ
た。当時，越境者は通行証などの必要はなく自由に往来できた。規定数量を超える携帯
品については申告し税領収書を受け取って通関できたが，納税者は少なかった。 1933年
から40il三までの間に図何税関は255万4,048円を徴収したが，全て入国税であった。
統制経済による生活用品の配給制度が実施されて以降，闇市が横行し密輸がさかんに
行われた。人口 3万人の図朽で密貿易で生計をたてる者が2万人を上回った。彼らは朝
鮮で日用品を購入して図何に密輸した。集団的密輸は 100人位でしばしば暴力を用い，
税関監視線を強行突破して江を渡った。 1941年には布匹や衣服の輸入が取締まられるよ
うになったので密輸品は海産物と麻薬に変った。毎日10トンの海産物と毎年100万両以
上のアヘンが持ち込まれ，毎年1千頭以上の耕牛が朝鮮に密輸された。アヘン密輸者に
は7年以下の懲役あるいは7千元以下の罰金を課し，アヘン器具を没収した。
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1932年以降の日本の東北侵略をきびしく批判している一方で，満州国時代における東北
の経済発展を図何税関が果した役割をとおして率直に認めている点がきわめて印象的であ
る。
まず敦化～図何と牡丹江～図何の両鉄道の敷設および朝鮮の鉄道との接続が，対日貿易
にとって画期的であったことが評価されている。すなわち北朝鮮ルートに対する高い評価
であるI)。193碑三の図何の輸出入額がわずか6年間で4暉笞に達し，大連につぐ東北第二の
貿易額になったことが誇らしく述べられている。図何税関はかつて総関であった渾春税関
を管轄下に置き，数多くの保税業務を管理して東北の経済発展に大きく貢献している。
満州国時代の巨額の入国税の徴収は， 一方的な入国者の増大を物語る。入国者の増大
は，同時に東北の治安の安定と経済発展とを表わしている。さらに国境往来者の数は驚嘆
に値する。 1942年の 1カ月平均8万5千人とされている鉄道による越境者は，東北各地と
朝鮮や日本とを往来した遠距離旅行者と思われる。南満州鉄道株式会社（満鉄）の輸送旅
客数は， 1930年代末から全般的に急増している。 1938年には約5千万人だったものが39ip
には7,600万人， 41年には1億人を突破し， 42年には38年の2.雑笞に達する 1億3千万人と
いうぐあいである2)。1942年の京図線（長春～図何）と図佳線（図何～佳木斯）の旅客数
は，合計1,741万人で38年の2.4倍である丸つまり旅客の急増は図何の場合も例外ではな
かったわけである。両路線の 1ヶ月平均旅客数は 145万人となり，図何で越境した人数は
6彩ほどに当る。当時の満鉄旅客数の急増は，基本的にはインフレの浸透による中国人社
会への貨幣の滞留が人々の旅行回数を増加させた結果といわれている0。しかし現実には，
満鉄のたび重なる旅客運賃の値上げにもかかわらず，運賃は常に闇物価の上昇に対して割
安であったために，闇物資の売買旅行が日常化したのである丸
図何国境橋を渡る 1日2万人つまり 1カ月当り60万人という驚くべき多数の人々は，鉄
道越境者とは異なり，延辺と咸鏡北道，遠くとも咸鏡南道とを日常的に往来していた人々
1)このような評価は． 本簡史の他にも孫春日 「途日本帝国主義修筑京圏鉄路的経済杓
思」（延辺大学・国転地城間交流中心合編「東北亜地域開発研究途文集」 1992年，延
辺大学出版社）でもなされている。なお北朝鮮ルート論に関しては， 拙稿「『北朝鮮
ルート論」と朝鮮人の間島移住」（本学経済学会「鶴嶋雪嶺教授還暦記念論文集』 1987
年）を参照されたい。
2)満史会編「満州開発四十年史，上巻」 (1964年）， 556頁。
3)同上書， 560頁。
4)同上書， 270頁。
5)同上書， 270頁。
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であろう。この統計と共に，全人口の3分の 2が朝鮮との密輸で生計を営んでいたとされ
ている図何市民の事例は，統制経済が国境住民に与えた日常生活上の経済困難をきわめて
よく表わしている。 1940年の「満州国糧穀管理法」は，粟，高梁，麦類をはじめとする米
を除く主要穀類11種の価格，販売，運搬，輸出を禁止した6)。 いいかえれば，それまで行
われていた朝鮮との自由で日常的な国境交易は全て非合法化されてしまったわけである。
図何市民による密輸の異常な集団化の理由はここにあったとみるべきである。
図何税関の統計による以上の事実は，東北解放以前の延辺は，朝鮮と事実上一体化した
経済園を形造って発展していたことを示している。朝鮮から延辺への越江耕作をみれば，
このことをもっとよく理解することができる。例えば， 1936年頃の咸鏡北道の住民のうち
越江耕作に従事する農家は， 2,046戸，耕作面積は4,621町歩に達していた冗粟，大豆，
大麦，玉蜀黍菜豆，馬鈴薯などが栽培されていた見むろん収穫物は延辺で取り引きさ
れる場合もあり，朝鮮に持ち帰えられることもあっただろう。かりに 1日に 1戸当り 1人
が耕作や収穫，運搬，販売などのために越境したとすれば，国境往来者はそれだけで4千
人以上に数えられる。統制経済は，このような越江耕作をも非合法化したことになる。い
いかえれば，間島協約第5条で定められた国境往来と米穀販遅の自由は，統制経済の実施
前まで法的にも実質的にも存続していたといえる。しかも統制経済下においても，密輸と
みなしながらもなかば黙認せざるを得ない状況であったことが図何市民の事例から伝わっ
てくる。このようにみれば，解放後の国境往来と貿易の中断が，双方の地域に大きな経済
的混乱をひき起したことはむしろ当然である。
3. 解放直後の対朝鮮貿易の中断と延辺に駐留した朝鮮軍
東北解放後，延辺専員公署は延辺からの食糧のもち出しとアヘンの持ち込みを禁止す
るため， 1946年3月20日に延吉に延辺海関総関を設けたが，これが延辺解放区第一号の
税関になった。図門と輝春に分関，龍井と国境地帯に出張所と監視所を設けた。
解放戦争期の延辺の対外貿易は，主として部隊が駐朝・ソ軍との間で行った物々交換
貿易と中・朝国境の沿江の住民の小規模な商品交換であった。解放区にあった延辺海
関は，解放区の経済を維持し国内解放戦争を維持するために輸出入貿易に対する監督・
6)同上書， 896頁。
7)前掲，『新興之北鮮史』第五章， 24頁。
8)同上書，第五章， 24頁。
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管理の重点を課税においた。
注目すべき事実が二つある。一つは， 1945年の東北解放から中国解放戦争期にかけて朝
鮮との貿易は事実上中断されていたことである。もう一つは，中国解放戦争期の延辺には
ソ連軍の他に朝鮮軍が駐留していたことである。
朝鮮との貿易の中断は，解放直後の北朝鮮の深刻な食糧不足に重大なかかわりをもって
いる。この朝鮮の食糧不足の原因については，すでにいくつかの研究がある。そのうちの
一つは次のような見解であるI)。1945年の朝鮮は豊作であったにもかかわらず食糧が不足
したそもそもの原因は，終戦後もひき続いて行われた朝鮮米の日本へのもち出しにあっ
た。食糧不足が特に深刻だった北朝鮮では，ソ連は1946年2月の米・ソ共同委員会予備会
談で北の電力と南の米とを交換するよう米国に提案したが拒否された。南朝鮮では朝鮮米
が日本にもち出されることを恐れた農民が，米市場への出荷を手控えていたからである。
別のもう一つの研究は，米軍政庁が南朝鮮で導入した自由市場政策が， 1945年の豊作を文
字通り一夜で蒸発させてしまったとしている丸暴利の追求，投機，買いだめなどがはび
こったのである。食糧不足の原因が南朝鮮にあったということに対して，全く相反する指
摘もある。解放後の北朝鮮から食料をもち去ったのは他ならぬソ連だったという見解であ
る3)。1945年末から48年末にかけて，ソ連は20億ブッシェルの米や15万トンの海産物など
を殆ど保障らしい保障を与えずにもち去った。
いずれの研究も北朝鮮の食糧不足の解明にはきわめて不充分である。まず統制経済下の
朝鮮の食糧配給機構では，操作を各道の糧穀課，貯蔵を朝鮮米穀倉庫，買い取りと配給を
食糧営団がそれぞれ分担運営しており，首脳部の多くは日本人であった4)。終戦による日
本人の引き揚げや朝鮮人職員の逃避，さらに自由市場の出現は，操作命令の無力化を招き
配給機能を破壊した。この結果， 1945年の作況とは関係なく朝鮮全土の食糧流通は麻痺
し，各地の食糧事情は悪化した。次に，米を日本に移出し代りに満州粟を輸入するという
日本統治下の朝鮮経済は満州（中国東北部）との貿易に大きく依存しており，統制経済下
1) D. W. コンデ著， 岡倉古志郎監訳「現代朝鮮史， 第1巻」 (1971年， 大平出版），
235~246頁。
2) B. カミングス著，鄭敬膜・加地永都子訳「朝鮮戦争の起源， 第2巻」 (1991年，影
書房）， 570頁。
3) R.R. シモンズ著， 林建彦・小林敬爾訳「朝鮮戦争と中ソ関係」 (1976年， コリア
評論社）， 26頁。
4)森田芳夫「朝鮮終戦の記録」 (1964年，厳南堂書店）， 118頁。
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でも基本的に変化はない。朝鮮総督府では， 20年米穀年度 (1944年11月から 45年10月ま
で）において当初200万石，追加300万石の満州雑穀の輸入計画を決定していた氏 ところ
が終戦後，満州からの雑穀輸入が途絶え， 45年9,10月の2カ月間に67万2千石の食糧が
不足したと推定されている6)。特に満州粟への依存度が高かった西北朝鮮6道が受けた影
響は甚大であった7)。 このように解放直後の北朝鮮の食糧不足は，終戦後の流通機構の破
壊と満州との貿易の途絶によってもたらされた。そのうえに日本やソ連への食糧のもち出
しがあったとすれば，事態の悪化はさらに追い討ちがかけられたであろう。
中国解放戦争期に延辺に駐留していた朝鮮軍とは，中国共産党人民解放軍（当時の東北
民主連軍）の中の朝鮮族兵士達をさしているのではなく，ソ連軍と並んで明らかに外国軍
隊を表わしている。いわば北朝鮮の中国内戦への派遣軍である。この事実は，公式には朝
鮮人民軍の発足は国家の樹立に先立つ1948年2月8日とされているにもかかわらず，それ
以前のかなり早い時期から実質的な軍隊が存在したことを示している。一方，中国現代史
にとって見逃すことのできないことは，中国の内戦と解放に外国軍隊が加わっていたこと
である。これまで東北での内戦の一部の戦闘，例えば1946年4月の長春の戦闘においてソ
連軍戦車と砲兵が解放軍を直接援護した8)ことを除けば， 中国の解放は人民解放軍が独力
で勝ち取ったと信じ込まれてきた。そして中国の朝鮮族はこぞって解放軍の一員として戦
ったといわれてきた。このような定説を見直す機会といえよう。
中国国民党軍が安東（今日の丹東）を制圧し，人民解放軍が北朝鮮領内に逃れた1946年
夏，朝鮮労働党と中国共産党との間に相互援助協定が結ばれた9)。 これによって，北朝鮮
は人民解放軍にとって戦況が好転する47年まで食料と衣料を供給し続けたことに加えて，
47年の3月と 4月に大部隊を援軍として東北に送り込んだという説がある 10)。また一説で
は，この協定で北朝鮮は東北在住朝鮮族を主体にして一部北朝鮮から加わった合計約10万
人の朝鮮人を中国が人民解放軍として編成することを認め，交換として食糧の供給を受け
ることが決められたといわれる11)。さらにもう一つの説は，北朝鮮は内戦の最中の東北に
5)同上書， 118頁。
6)同上書， 118頁。
7) 1930年頃の朝鮮においては，輸入される満州粟の約65形が西北 6道で消費された。東
畑精ー・大川一司「朝鮮米穀経済論』 (1937年， 13本学術振興会）を参照されたい。
8)董彦平著，加藤豊隆訳「ソ連軍の満州進駐』 (1982年，原書房）， 21頁。
9) R.R. シモンズ，前掲書， 38頁。
10)同上書， 38頁。
11)平松重雄『中国と朝鮮戦争』 (1988年，勁草書房）， 34頁。
106 
金泰彦「図何税関簡史」についての若干の考察（西） 1191 
多くの部隊を送って訓練させ，朝鮮戦争の開戦時までに帰国させたといっている12)。帰国
した実戦経験の豊富なこれらの部隊は，開戦時の突撃部隊として使用されて初期の作戦で
最も重要な役割を果したといわれる13)。
これらの研究においても，中国の内戦を戦った朝鮮人のいかなる人数がどちらの国の軍
隊であったのか，また北朝鮮の派遣軍が中国のどの地方まで転戦したのかなどについては
依然として不明確である。しかし，本簡史の記述によって，一定数の北朝鮮軍の内戦への
参加が中国側からも裏づけられたことになる。この事実は， 後の朝鮮戦争への中国朝鮮
族の積極的な参戦や中•朝関係のその後の展開を理解するうえできわめて重要な点であ
るm。同時に，中国から帰国した実戦部隊の存在は，金日成の権力基盤の構築に関して新
しい見方を提供している。
4. 朝鮮戦争中の延辺の社会混乱
1950年2月11日，図何海関は中華人民共和国図何関と改称して海関総署と東北海関管
理局の管轄下に入った。同年12月，密貿易を専門に取締まる分所と検査所21ケ所を延辺
辺務保衛処に移し，分関を取消して支関と弁事処を設けた。建国の初期に朝鮮族の必要
品が不足したので海関のヘゲモニーで地方の少額貿易を始めたが，朝鮮戦争の勃発によ
って中断した。
解放後の図何海関は3回の密輸高揚期を経験した。第1次は194吟三から52年の期間で
ある。国内外の戦争に直面して国境の管理という困難な課題を遂行した。社会の治安は
混乱し，生活用品が不足する中で両国人民はしばしば越境した。これが密輸のチャンス
になった。有利な自然条件を利用して大々的な密輸が集団的，武装的に行われた。密輸
入品は，アヘン，モルヒネ，耕牛，食塩， 密輸出品は， 食糧， 布匹， 中国薬剤であっ
た。アヘンは人民の健康を害し，食糧の密輸出は延辺の食糧不足の主要原因の一つにな
った。 1949年から52年の間に図何海関が押収したアヘンは 28,349両，モルヒネは2,040
グラムであった。また延辺各地では 245,172両のアヘンと 5,956両のモルヒネが押収さ
12)徐大粛著，林茂訳『金日成」 (1992年，御茶の水書房）， 134頁。平松茂雄， 前掲書，
36~37頁。
13) B. カミングス，前掲書， 613頁。平松茂雄，前掲書， 36~38頁。
14)例えば B.カミングスは， 1991年11月の対談で北朝鮮軍の中国内戦への参加と中国人
民義勇軍の朝鮮戦争への参加は互恵原則に従ったものと述べている。朝鮮問題研究所
「月刊朝鮮資料」 (1993年3月）による。
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れた。 1949年から54年の間に図何海関は 28,404回の密輸取締まりを行い， 2,119,696元
の密輸品を押収した。
建国初期に不足した朝鮮族の必要品とは， 今日では「民族特需用品」1)に指定されてい
る明太，ワカメなどの海産物である。その供給不足は解放後の朝鮮への穀物禁輸と表裏を
なす。朝鮮戦争の勃発は，この経済困難にさらに追い討ちをかけることになった。開戦の
年の12月には密貿易の取締まりが税関から辺務保衛処つまり国境警備に任ずる軍の管轄に
移されたことは，国境管理が容易ならない困難に落ち入ったことを示している。当時の密
輸で最も注目すべき点は，規模の大きさである。 1960年から63年にかけての図If'咤税関にと
って 2度目の密輸高揚期と比較して摘発件数で3倍以上，金額でも 2倍を上回る2)。第二
の特徴は，密輸が集団的しかも武装的だったことである。密輸に有利な自然条件とは，冬
期に結氷する図何江が国境の役割を果さないことをさす。しかし，さらに重要な背景とし
て朝鮮戦争の戦況の推移がある。 1950年8月には米空軍が初めて羅津を爆撃し， 9月には
仁川に上陸， 10月に元山に上陸， 1月には中国領である筈の和龍と延吉両県までが爆撃さ
れた3)。すなわち開戦当初とは逆に，北朝鮮軍が壊滅的打撃を受けた後である。武装した
密輸集団の実体は，朝鮮戦線での敗残兵や逃亡兵であった可能性が高い。第三の特徴は，
アヘンとモルヒネを大量に摘発している点である。満州国時代の密輸とは異なり，アヘン
器具の没収が記述されておらずしかもモルヒネが加わっていることから推測して，戦場で
の軍用医薬品としての麻薬4)が持ち込まれたのであろう。第四は，密輸に伴って延辺への
難民の流入をうかがえることである。本簡史では直接の表現を見ることはできないが，他
の中国の資料で裏づけることができる。例えば， 1950年末に延辺の辺境地区人民が多くの
朝鮮の孤児と難民を救済した5)こと， また翌51年10には大規模な山狩りで戸籍のない330
戸の家族が見つけられてアヘン 2,594両が押収された6)ことなどである。難民がアヘンを
1)『延辺朝鮮族自治州概況J(1984年，延辺人民出版社，大村益夫訳『中国の朝鮮族』1987
年，むくげの会）， 155頁。
2) 2度目の密輸高揚期での摘発件数は8,409件， 914,440元である。
3)前掲，『中国の朝鮮族』， 89~90頁。
4)初期の中国人民解放軍では鎮痛剤としてアヘン粒を使用した（山 1こ1盈文「僕は八路軍
の少年兵だった」 1994年，草思社， 120頁）。
5)前掲，『中国の朝鮮族』， 92頁。
6)同上書， 93頁。
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持ち込んでいたことが明らかである。
このようなことから朝鮮戦争中の延辺は，北朝鮮からの麻薬と難民の流入を阻止して社
会の治安を維持するために国境を閉鎖したことがわかる。他の資料においても「抗米援
朝」期の活動として，社会秩序の安定，治安の強固，辺境を固く守るというような記述”
が多く見られるのはこのためである。裏を返せば，北朝鮮での戦乱や社会混乱による影響
や被害を直接受けるのは自分達の社会であり生活であるということを，身をもって理解し
ているのは延辺の朝鮮族自身であるといえる。そして，そこでは朝鮮民族としての同族意
識よりも中国の一員としての自覚が優先されたことがはっきりと示されている。朝鮮戦争
中の1952年9月3日に「中華人民共和国民族区域自治実施要綱」にもとづいて「延辺朝鮮
民族自治区」が創立された8)ことも無関係ではありえない。
5. 朝鮮戦争後の北朝鮮との交流
1953年12月 1 日，中•朝国境の通行が正式に開始された。携帯品の限度を10元とした
が， 1964年に30元， 73年には50元に引き上げた。 1954年に国境地方貿易が再開された
が，文革の期間に中断した。 1954年から59年にかけて38,125人が家族と共に図何をへて
朝鮮に移住した。税関は各人に食糧10ポンド，布24メートル，銀食器10両，銀皿20両，
金食器2両，白金指輪，貨幣60元，朝僑に対しては各戸1千元の物品に限って携帯を認
めた。
1958年には帰国する847人の朝鮮孤児院の職員の小荷物の持ち込みを認めた。
1954年5月13日に両国が正式に郵便を交すようにした後，税関は図朽郵便局に弁事処
を設けて国際郵包の転送を開始した。国際小包は1954年に6,049ケ， 61年に60,260ケ，
85年には96,665ケと増加した。入国小包はナマコ，スルメ，干鱈で90%を占め，出国小
包は綿布，布団，中国製薬で85彩を占めている。
朝鮮戦争停戦後の国境と貿易再開の経過が明らかにされている。しかし，それよりもっ
と注目すべきできごとは双方の国からの人の移動である。停戦翌年から1959年にかけての
3万8千余家族の北朝鮮への移住，「朝僑」の帰国， 1958年の朝鮮孤児院職員の中国への
帰国についてである。
7)同上書， 88~94頁および106~107頁など。
8)同上書， 106~107頁。「延辺朝鮮族自治州」への改称は 1955年4月である（同上書，
107頁）。
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朝鮮戦争に従軍した中国の朝鮮族青年は約4万6千人で，その中には中国人民義勇軍とし
て戦った者もいれば，朝鮮人民軍として戦った者もいるといわれている！）。朝鮮人民軍に
加った者の一部は，戦後も北朝鮮にとどまり国籍を取得した。 3万8千余家族の北朝鮮へ
の移住は， この将兵と家族であろう。移住に伴う中国での国籍変更手続きは， 1963年にお
いても続けられていた丸 1人当りにかなりの額に達する財産，食料，生活用品の所持が
認められているのは，双方の国家への貢献に対する報償を意味していると受け取れる。こ
れに比較して「朝僑」の帰国は対照的である。「朝僑」とは， 朝鮮族僑民のことで外国籍
である丸つまり戦争中に延辺に逃れた兵士や難民である。祖国への帰還に際して， 1戸
当りに 1千元の物品に限って携帯が許されている。
1958年の朝鮮孤児院職員の帰国は，中国が北朝鮮の戦争孤児を北朝鮮国内で管理してい
たことを示している。難民の流入を阻止したことと同様に国内社会の混乱と負担とを恐れ
たのである。いうまでもなくこれらの職員は，言葉や習慣の関係から多分全員が朝鮮族で
あっただろう。延辺5県の朝鮮族からは約5千名の兵士の他に， 1,773名の従軍工作隊，
898名の看護員， 2,163名（漢族5名を含む）の従軍通訳などが参戦した° といわれてお
り， 帰国した孤児院職員はこれらの従軍者のうちの847名であろう。中国軍は195綺斗こ北
朝鮮から全面的に撤退したが，それと同時に引き揚げたと思われる。
6. 小陸橋貿易および北朝鮮からの華僑の帰国
図『9海関をへて輸出入される貨物は主として国家貿易貨物で，その他に通境貨物，転
送貨物，地方貿易貨物，新型貿易貨物がある。国家貿易は中•朝両国合同の貿易，地方
貿易は省の対外貿易，通境貨物は朝鮮が東欧諸国と中国を通過して輸出入する貨物，転
送貨物は中国が朝鮮を経由して日本と貿易する貨物である。輸入品の多くは海産物，鋼
板，磁鉄粉で，輸出品は石炭と食糧が主で設備機械，軽紡，化工原料，特産品もある。
1949年から85年の間に 4,551. 33万トンの国家貿易貨物と53.99万トンの通境貨物を監管
した。
1)安藤彦太郎「延辺紀行」（東京大学東洋文化研究所『東洋文化，第36号」 1964年）， 49
頁。
2)同上書， 49頁。
3)中国国籍者は「朝鮮族居民」と称される（同上書， 49頁）。
4)前掲，『中国の朝鮮族』， 91頁。自治区創立当時の行政区域は延吉，輝春，和龍，狂清，
安図の 5県で敦化県は1958年10月に編入された。
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1982年7月に小陸橋貿易を開始し，清津港を利用して吉林，黒龍江両省と日本との間
の輸出入貨物を転送して中・日貿易を促進し，中•朝貿易差額を解決し，大連港の運輸
圧力を緩和するのに一定の役割を果した。
1980年から85年にかけて， 305戸， 990人の帰国永住華僑の荷物を扱った。彼等の荷物
は数も種類も多かった。 83年に帰国した華僑の女性は， 30トンの干鱈， 1,500ケのスプ
ンー， 18万揃の箸， 6千ケの櫛などを持ち込んだ。帰国華僑の荷物は財産の移転とみ
なし，いっさい免税した。
1980年代の二つのできごとに注目したい。対日貿易に清津港を利用した小陸橋貿易と北
朝鮮からの華僑の永住帰国である。
小陸橋貿易は，文化大革命後の北朝鮮との関係修復と対日貿易の推進による東北経済の
立て直しへの真剣な努力をよく表わしている。 1982年7月の開始に先立って， 81年1月の
李鐘玉首相の訪中，同年12月の趙耀邦党主席と部小平副主席の訪朝などが行われたI)。清
津港の使用は恐らくこのような過程でとり決められたのであろう。清津西港の中国産メイ
ズ専用倉庫と船積み設備は，中国の高位クラス当局者からの正式な提議によって建設され
たものであるという近年の北朝鮮当局者の発言2)は， このことをうかがわせている。同時
に，中国側からの提議であったことを裏づけている。むろん北朝鮮にとっても一定のメリ
ットがあった。当時は第2次7ケ年計画期 (1978~84年）であったが， 85年2月に公表さ
れた成果によると，交通運輸部門での対外国への貨物輸送量が期間中に実に5.1倍にも増
大している3)。 ところが，その後の小陸橋貿易は発展を見なかったというよりもむしろ衰
退してしまった。清津西港のメイズ設備の稼働率が10~15彩に過ぎないという北朝鮮側の
不満の声が聞かれるからである4)。その理由の一端が本簡史によって明らかになった。中
国にとって清津港の使用は中•朝貿易差額の解決，すなわち北朝鮮の対中債務返債の一手
段でもあったわけである。清津西港が殆ど稼働していないという近年の状態が，果して予
定どおりの返債の完了によるものか，あるいはなんらかの支障が生じたためなのかは明ら
かではない。だが，貨車が北朝鮮へ行ったまま返って来ないという苦情や港湾使用料が高
1)日本貿易振興会「ジェトロ貿易市場シリーズ・ 316,朝鮮民主主義人民共和国」 (1991
年， 日本貿易振興会）， 10頁。
2)日中東北開発協会「朝鮮北部港湾視察団報告書」 (1992年3月）， 45~46頁。
3)日本貿易振興会，前掲書， 47頁。
4)日中東北開発協会，前掲書， 45~46頁。
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過ぎるという批判が中国側から伝わっている5)ことから推測すれば， 北朝鮮側の不備や不
手際によって少なくともメイズについては中断に近い状態にあると思われる。そのうえ中
国とロシアとの合意による渾春とザルビノ港とを結ぶ輸送ルートが本格的に稼働し始めれ
ば，小陸橋貿易の前途はますます厳しくなるに違いあるまい。
華僑の永住帰国は，当時の北朝鮮の経済情勢の一端をうかがわせると共に中国政府の国
外華僑に対する帰国奨励政策を見ることができる。 1983年に帰国した女性が持ち帰った大
嚢の海産物と日用品は，明らかに商売用の商品である。北朝鮮での商売を閉じて帰国した
のであろう。北朝鮮では，第2次7ケ年計画の2年度に当る79年4月に，交換比率1対1
による貨幣交換が実施されている6)。その目的は，個人が抱いている遊休資金の動員にあ
ったといわれている”が， 華僑の商売にもなんらかの影響を与えた可能性を否定できな
ぃ。だが北朝鮮在住華僑に決定的打撃を与えたのは，外貨兌換券の使用義務である。北朝
鮮は， 1983年12月1日から国内に滞在する外国人に対して，全ての支払いを北朝鮮貿易銀
行が発行する外貨兌換券で行うことを義務づけた8)。 この制度は，兌換券以外は外貨との
再交換を認めないという為替管理の一手段で，外国人が国内での経済活動によって当初持
ち込んだ額以上の外貨やウォンの国外への持ち出しを防止することを目的としている丸
華僑の場合も例外とはされなかったであろう。一方中国では， 79年末頃から文革でもたら
された国内経済の疲弊の回復に力が注がれ始め，その一環として国外華僑の経済力が求め
られた。通常なら当然輸入貨物として課税対象にされる荷物に対して，財産の移転という
形式的な理由を整えて免税措置が適用されたのはこのためである。やはり79年に始まった
産児制限が，帰国華僑に対しては例外的に緩和措置が適用された10)ことと同様である。こ
のように80年代前半の多くの華僑の永住帰国は，北朝鮮の経済情勢と中国の帰国奨励によ
る結果である。
7. 近年の中・朝国境貿易
1962年に「入国旅客携帯品と個人の郵送品に対して輸入税を徴収する弁法」が制定さ
5)同上書， 45,63頁。
6)日本貿易振興会「北朝鮮の経済と貿易の現状」 (1980年， 日本貿易振興会）， 41頁。
7)同上書， 41頁。
8)日本貿易振興会，前掲，貿易市場シリーズ・ 316,3頁。
9)同上書， 4頁。
10)若林敬子「中国の人口問題」 (1989年，東京大学出版会）， 77頁。いわゆる「一人っ子
政策」も経済再建の一環とみることができる。
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れ，「資本主義国から入国する旅客の携帯品と個人の郵送品の課税表」が決定されたが，
これは中•朝国境については全く適応しなかった。そこで図何海関は，同年に独自に朝
鮮産品に対する課税表を作成した。 1973年には，朝鮮から入国する旅客の携帯品と個人
の郵送品に対する課税表を制定し，これは朝鮮物品の輸入がある全ての地方で適用され
るようになった。
1979年以来，中国東南沿海一帯では密輸が横行している。密輸品には洋雑貨， テレ
ビ，自動車などがある。 1983年に吉林と延辺両地で購入した密輸品の価格は2,400万元，
85年に図何海関が処理した密輸自動車は29台である。現在，中•朝国境の出入地での密
輸と越境密輸が増加している。中•朝の価格差を利用して，密輸出品には布団表，スカ
ーフ，アルコールがあり，密輸入品にはナマコ，スルメイカがある。 1985年に図朽海関
が摘発した出入地での密輸件数は，全海関の摘発件数の97%を占めるが，全密輸品価格
の7彩に過ぎない。 500元以上の密輸はきわめて少ない。 198吟三から5年の間で2,947件
を摘発して押収品価格は2,893万元を超えたが， 1万元以上のものは27件，計2千万元
であった。
近年は解放後の図何税関にとって3度目の密輸高揚期である。ところが，過去には見ら
れなかったあらたな特徴がある。密輸入品として自動車が押収されていることである。密
輸摘発件数に対して密輸品価格が極端に少ないことが図何税関の場合の特徴である。大半
が少額の物品つまり日常生活上の日用品や食料で占められているからである。そのような
中にあって自動車は特異な存在である。これらの自動車は，いうまでもなく北朝鮮製では
ないし，北朝鮮がロシア（ソ連）に労務輸出した対価として得たトラックである可能性も
少ない。ロシア製トラックは，中•朝国境貿易で合法的に取り引きされている！）。中国に
密輸入される自動車は，つまり日本製の中古乗用車である。このような密輸自動車は，最
近になってますます増加していると考えられる。
日本から北朝鮮に輸出される乗用車は， 下表2)のようにこの数年間に激増した。 1台当
りの輸出単価から新車ではないことは明らかである3)。1990年には655台であったが， 93 
年には8,989台と実に14倍である。 92年以降に特に著しく増加しており，同時に 1台当り
1)小川雄平「朝鮮の貿易動向」（『西南学院大学商学論集， 第39巻， 第3, 4合併号」
1993年3月）による。
2) 「通商白書」各年度版による。
3) 「通商白書」各年度版から算出。
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日本から北朝鮮への乗用車の輸出
~I 数 量（台） 金額（千ドル） I輸出単価（ドル）
1990 655 4,395 6,710 
1 9 91 938 6,512 6,942 
1992 1,679 8,631 5,141 
1993 8,989 42,229 4,698 
の輸出価格がいっきに2千ドル近くも急落している丸輸出台数を急速に増やすために，
より低価格車を買い集めたのであろう 5)。逆にいえば，それほど大量の需要が見込まれて
いることである。しかし，このように多数の乗用車が，全て北朝鮮国内だけで使用されて
いるとは考えられない。 90年代になって北朝鮮の原油輸入量は大幅に減少したうえ，貿易
支出に占める原油輸入負担も倍増したとみられている6)。少なくとも国内での生産活動に
は直接寄与しない乗用車の燃料の消費拡大を招くような貿易政策はとらないであろう。従
って中古乗用車の多くは，中国あるいはロシアヘと再輸出されていると考える方が妥当で
ある。どのような場合に合法的取り引きなのか，もしくは贈答品として扱われるのか，ぁ
るいは密輸によるのかは不明である。だが，延辺のホテルが使用するタクシーの大半は右
ハンドルの日本製中古車であると報じられた7)ことは， いかなる方法であるにせよ中国へ
の再輸出を裏づけている。
自動車の密輸からは，もう一つの重要な事実を指摘することができる。従来からあった
中•朝・ソ連という国境三角貿易8) とは月ljの中•朝・日という新しい三角貿易の存在であ
る。一見したところ，東北産メイズの小陸橋貿易の流れを逆にしただけのように見える
が，中国による転送貿易とは根本的に異なっている。北朝鮮にとって，中国のメィズは単
に自国を通過して輸送料をもたらすに過ぎないが， 日本製中古車は必要とされる中国産品
や外貨を得ることができる。密輸であったとして非合法性を差し引いたとしても，中古車
はメイズよりも大きな価値をもっている。今後の国境貿易において中古車が全て合法的に
4)同上。
5)神戸税関の調べとして，輸出の主力が実質的な新車であるいわゆる新古車から中古車
へ変ったと報じられた（『朝日新聞， 1993年6月8日，夕刊』）。
6)小川雄平，前掲論文による。
1) rニュー ズウィー ク， 日本版， 1994年7月27日』， 24頁。
8)小川雄平，前掲論文による。
114 
金泰彦「図何税関簡史」についての若千の考察（西） 1199 
取り引きできるようになれば叫 またそのような他の商品を見い出せれば，北朝鮮にとっ
て新しい三角貿易のもたらすメリットは小陸橋貿易にはるかに勝るであろう。
9)最近発表された中国による研究「中国のファミリーカー発展戦略構想」（『北京週報，
1994年，第50号』）に照らしてみれば．日本製中古乗用車の普及は，右ハンドルである
点に配慮しさえすれば中国にとって障害とはならず，むしろ一定のメリットがある。
同研究では，燃費の少ない小排気量車を主とするファミリーカーと営業用乗用車の発
展および公用乗用車の発展抑制が，公共交通事業の大なる発展と自転車に代る都市交
通の近代化に結びつくと提言されている (14~15頁）。日本製乗用車は一般的にこの
ような条件を満たしており，価格面でも中古車は有利である。
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